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補正予算のゆくえ？
ー 「スクール ・ ニューディール」 構想ー

　追加経済対策を盛り込んだ今年度の補正予算が，5 月 13 日に衆議院を通過し，29 日に参議院で否決され

たが，衆議院の議決が優先され 5月 29 日に成立した。これにより，学校の ICT 環境整備に計画された金額は，

事業費総額として約 4000 億円に上った。

　予算成立に先立ち，次の文書が文部科学省から教育委員会に事務連絡として伝えられたことに関係者は驚

きを隠せなかった。

「この度，平成 21 年 4 月 27 日の閣議において平成 21 年度補正予算政府案が決定されました。これに

より，4 月 10 日に決定された「経済危機対策」に盛り込まれていた「スクール・ニューディール」構

想に関する補正予算案も認められ，この構想においてデジタルテレビ，コンピュータの整備など学校

等の ICT 環境を整備する標記の事業が教育振興基本計画 ( 平成 20 年 7 月 1 日閣議決定 ) 等の政府の整

備目標を踏まえて新たに補正予算案に盛り込まれました。」

　予算成立の約 1 か月前に，教育委員会に補正予算を執行するために各教育委員会が必要とするであろう情

報が伝えられたのである。1985 年に 20 億円の初の補助金が ICT 環境整備に交付されて以来，このようなこ

とは初めてのことであろう。ICT 環境の整備のために莫大な予算を国レベルで確保したとしても，地方自治

体が計画しなければ，結局のところ学校の ICT 環境は変わらないことになってしまう。このことを恐れて情

報が早く流されたのであろう。

　「スクール・ニューディール」構想では，右の表を目

標としている。3.6 人に 1 台というのは，これまでの

整備基準に，可動式のクラス用コンピュータ 40 台が追

加されたことによる計算結果である。

　ここで，注意したいことは次の点である。「学校 ICT 環境整備事業補助金」は補助裏とされる「地域活性

化・経済危機対策臨時交付金」等と組み合わせることによって初めて意味がある。つまり，地方自治体とし

ては，ICT環境整備のために一銭も予算を用意しなくてもよいが，国から交付されるいわば何にでも使える「地

域活性化・経済危機対策臨時交付金」の用途の何割を ICT 環境整備にまわすかによって補助金の金額も決ま

るのである。交付金を 1億円確保すれば，1億円の補助金がつき合計 2億円分の ICT 環境整備が可能となる。

もし，臨時交付金が他分野の予算に回った場合には，せっかくの補助金は国からもらえないことになる。結局，

各自治体が学校の ICT 環境整備にどれだけ熱心であるのかが，問われているのである。　　（文責：東原義訓）

１　全てのテレビをデジタル化

２　校務用コンピュータを教員 1人 1台

３　教育用コンピュータ児童・生徒 3.6 人に１台

４　全ての普通教室に校内 LAN を整備
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■４つの事業目標

　今回の「学校 ICT 環境整備事業」では，前述の４

つの整備目標の達成を目的に，以下のような，整備

に必要な財源が予算化されています。

■デジタルテレビの整備（1,183 億円　44 万台）

　公立の幼・小・中・高・中等・特別支援・公民館

で活用されているテレビをデジタルテレビへ買い換

え出来ます。全クラス数相当に満たない場合は新規

購入も可能です。今後，電子黒板機能を付加できる

ように５０インチ以上が望ましいとされています

が，機器の仕様は自治体の判断にまかされています。

　2011 年 7 月にはアナログ放送はデジタル放送に切

り替わります。その為の機器整備であることはもち

ろんのこと，文部科学省はこの機会にデジタルテレ

ビをICT活用の急先鋒として普及させたい意向です。

新学習指導要領の手引きにもあるように，普通教室

での ICT 活用がねらいです。また，各校に 1 台（原

則）の電子黒板を設置することも予算化されていま

す。是非ともこの機

会に，普通教室でも

明るく高精細な映

像・画像を見ること

ができ，省エネ性能

の高い，液晶デジタ

ルテレビを 1 台でも

多く申請されること

をお勧めします。

※全国の都道府県の

130 校に対し，全クラ

スに電子黒板を整備す

る，調査研究委託事業

も実施されます。

■コンピュータの整備（2,491 億円　196 万台）

　校務用として教員一人 1 台，教育用として児童生

徒 3.6 人に 1 台を達成するために必要な台数整備が

目標とされています。必要な教育用ソフトウェアに

ついても，購入（買い上げ）であれば周辺機器とし

て補助対象となりますので，スタディシリーズや

SuperInteractiveSchool，Study21 を導入・追加購

入するチャンスです。そのほか周辺機器として実物

投影機，ブルーレイレコーダー等録画機器，カメラ，

スキャナ等も申請が可能です。

■校内ＬＡＮの整備（310 億円／ｱﾝﾃﾅ工事 87 億円）

　全ての普通教室に校内 LAN100% 整備が目標とされ

ています。校務用にサーバー等ハードウェアを整備

する場合も校務支援の一環であれば補助の対象と

なっています。

■予算の裏付けとポイント

　今回の事業では，「学校 ICT 環境整備事業補助金

等の国庫補助」と「地域活性化・経済危機対策臨時

交付金等」を半分（約 2千億円）ずつ利用します。

　その為，教育委員会から各自治体の財政当局に積

極的に働きかけ，交付金財源を確保することが非常

に重要なのです。（自治体の実質負担分は「0円」）

　しかし，5 月末時点での自治体からの申請は予算

額を大きく下回っている模様で，申請を上げさえす

れば，査定もなく全ての申請が認められる可能性が

高く，6 月１5 日には第２次募集の案内が出たほど

です。（提出締切：平成 21 年 8 月 21 日）

　また，理数教育設備の整備に 400 億円，緊急雇用

創出事業としても3,000億円が計上されるなど，様々

な補助事業が動き出しており，機器整備だけでなく，

実際の ICT 機器の利活用に向けた人的サポート体制

の構築なども可能となっています。

　こうしたことからも，今回の整備事業が今後の教

育の ICT 活用において，大きな転機となることは間

違いなく，補正予算を上手に活用することが，次代

を担う子供たちへの大きなプレゼントとなるはずで

す。

■参考資料

「学校 ICT 整備事業」に関する資料が，社団法人日

本教育工学振興会の HP に公開されています。　　

　http://www.japet.or.jp/

　　　　　　（文責：シャープシステムプロダクト）

「学校ＩＣＴ環境整備事業」

補正予算を有効に活用するためのポイント

　「21 世紀の学校」にふさわしい教育環境に向け，学校の耐震化，エコ化，ICT 化を掲げた「スクールニュー

ディール構想」の推進会議が 6 月 16 日に開催されました。文部科学省，経済産業省，環境省の三省合同で，

各大臣出席のもと，地方公共団体の関係者約 200 名に対し，当事業への積極的な取り組みを要請しました。

　今回の補正予算の総額は１兆 1,181 億円にのぼります。そのうち，学校施設の ICT 化促進を目指す「学校

ICT 環境整備事業」は総額 4,081 億円というこれまでにない事業規模であり，学校 1校あたりに換算すると，

実に 1,100 万円の ICT 環境整備の予算がつくことになります。
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Ｓｔｕｄｙ２１
　子どもたちの理解状態を、先生用画面から瞬時に把握

株式会社東大英数理教室　　http://tek.co.jp/study21/

　Ｓｔｕｄｙ２１個別学習用は、「A 導入」「B 力だめし・にがてクリア」「C 練習」「D テスト」「E 発展」の

５つのブロックで構成され、理解の早い子から遅れがちな子まで個々のペースで学習できる教材です。

　今回はインタラクティブスタディの先生用画面から見られる理解状態についてご紹介します。

■理解状態の表示／総合（図 1）
　クラス別理解状態の総合画面では、各児童がパソ

コンで表示している画面の画面名、これまでの得点、

時間などを見ることができます。

　Ｓｔｕｄｙ２１では画面名の頭文字に A ～ E のア

ルファベットをつけることで、「A 導入」ブロックに

いるのか、「B 力だめし・にがてクリア」ブロックに

いるのか、…などが一目でわかるようになっていま

す。

　「開始画面」の列に右の図のように「学習済み」

もしくは「D ～」「E ～」と表示されている場合、こ

こで表示される得点は「D テスト」のブロックの得

点のことを意味し、「開始画面」の列に「B～」「C～」

と表示されている場合、「B 力だめし」の得点を意味

しています。「A ～」の場合、得点が設定されている

画面まで進んでいません。

■２値変数状態（図２）
　２値変数状態の表示画面では、教材の A ～ E の各

ブロックに設定してある通過フラグにより、クラス

全体の進捗状況がわかります。

　また、ここでは「先生をよびなさい」の画面に入っ

たこともすぐにわかりますので、そういった児童へ

の対応も素早く行うことができます。

■学習応答記録 CSV
　クラス別理解状態の総合画面でダウンロードする

ことが可能な「学習応答記録 CSV」ファイルを利用

して、成績集計や集計結果に応じた宿題プリントを

個別に作成する機能も用意しています。

■その他（図３）
　その他にも様々な設定がされておりますので、先

生用マニュアルをご参照の上、ぜひ今後の授業にお

役立て下さい。

（図 1）

（図２）

（図３）
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【編集後記】 皆様の地域では，補正予算によるスクール・ニューディール構想は順調に進行しているでしょうか。

学校の ICT 環境整備にこれだけの予算が計上されることは，この先 100 年はないだろうとも言われています。

各先生方，校長先生，教育委員会が一丸となって地方議会に働きかけて行きましょう。（東原）

Super Interactive School
各タイプ別教材をご紹介！

　2009 年 4 月，Super Interactive School 新学習

指導要領対応版をリリースいたしました！

　今バージョンでは，学習項目・学習目標に応じて

様々なタイプの教材を用意しました。今回は，各タ

イプ別の教材をご紹介いたします。

①チュートリアル型教材    

　学習項目の理解度に応じて学習のルートが分岐

する構造により，児童・生徒一人ひとりに対する

きめの細かな指導を実現する，Super Interactive 

School の基本的な教材形式です。まず基本問題を行

い，学習目標の理解度を計ります。その中でつまず

くと補充ブロックに分岐し，学習目標を身に付ける

ための補充を行います。基本問題および補充の終了

後，練習問題に進んでさらに演習を重ねることがで

きます。

②ドリル型教材
　漢字や九九，計算練習など，問題演習を繰り返す

ことが重要と思われる分野について，問題演習を中

心に設計された教材です。学習項目によって，多く

の問題演習をこなすことで力をつける「演習型ドリ

ル」と，繰り返して学習することで記憶の定着を図

ることができる「知識整理型ドリル」に分類されま

す。

③シミュレーション型教材
　理科の実験・観察等をコンピュータ上でシミュ

レーションできる教材です。通常では再現が難しい

内容についても簡単な操作で結果を再現することが

でき，視覚的に内容を理解することが可能になりま

す。

　これらに加えて，チュートリアル型教材の補充部

分をピックアップして普通教室での一斉授業でも使

えるようにした「提示型教材」があります。大型ディ

スプレイやプロジェクターを使って，教材画面を提

示して使用します。教材画面と黒板とを併用するこ

とで，より効果的に授業を進めることができます。

       進学会システムホームページ URL

            http://www.shingakukai.co.jp/soft/

表１　教材分類表（一部抜粋）

新学習指導要領対応版


